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１．本校におけるALについて

(1) ALの定義（授業観の転換）

(2) ALの目的

(3) これまでの本校の取組（研究テーマ）

(4) ALのための手立て

(5) ここまでの課題



附属函館小学校における「アクティブ・ラーニング」のとらえ

子供が自分自身の思考において
活動する能動的な学び。

北海道教育大学附属函館小学校 平成28年度「研究のまとめ」より

(1) ALの定義



① 「資質・能力」を育成する。

② 各教科等の目標を達成する。

子供一人一人が，その可能性を最大限に発揮し，よりよい社会と幸
福を自ら作り出していくための資質・能力（「論点整理」2015.8.26）

生涯にわたり，多様な場面において「使える」いわゆる汎用的な資
質・能力（附属函館小学校 平成28年度「研究のまとめ」総論）

(2) ALの目的



これまでの授業観（教え重視）

内容を学ぶ

→ 教師が 何を教えるか

これからの授業観（学び重視）

内容を学ぶ ＋

問題解決の方法を学ぶ

→ 子供が 何をどのように学ぶか

授業観の転換

(2) ALの目的

主体は
教師

主体は
子供



平成25～28年度

初等教育におけるアクティブ・ラーニングの実践

平成25年度 自主的・主体的な学び 協同的な学び 課題解決型の学び

平成26年度 指導のネットワーク化（直接型・間接型）

平成27年度 育む資質・能力 課題設定と振り返り

平成28年度 学びの文脈がある単元構成 必要感のある協同的な学び

目的に応じた弾力的な振り返り

(3) これまでの研究の取組



(4) ALを促す手立て

・ゴールイメージの共有する
・学びに自覚的になる
・振り返りの時間を充実する
・人との関わり合いにより，
学習計画をたてる など

・学習形態の工夫
・相手意識をもった
コミュニケーションを促す

・伝え合う力の育成
・対話的に学ぶよさに触れる など

・時間（意見交流・実験）を確保する
・課題を自分事としてとらえる
・創造性の要素が強い課題を設定する
・視覚化により立場を明確にする
・疑問を束ねる「単元テーマ」を設定する など

主体的な学び 対話的な学び

両方に有効



(5) これまでの研究の課題

・ 課題の工夫，課題の困難さの調整（主体的な学び）
・ 学びのプロセス（プログラム的思考を含む）をより重視する

など

・ 子供の思い（活動）を過度に重視した単元計画は，
単元途中に修正が何度も必要になり，準備などが難しい

→ 大きな視点（資質・能力の育成）とともに
「学びの文脈」を捉え直す



２．本校の研究と新学習指導要領のつながり

(1) 各教科等の目標

(2) 育成を目指す資質・能力

(3) 主体的・対話的で深い学び



資質・能力の三つの柱

(1) 各教科等の目標



(1) 各教科等の目標

知識・技能

思考力・表現力・判断力等

学びに向かう力・人間性等



(2) 育成を目指す資質・能力
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(3) 主体的・対話的で深い学び



(3) 主体的・対話的で深い学び

北海道教育大学附属函館小学校が考える「深い学び」

主体的・対話的な学びを通して，各教科等
における「見方・考え方」を鍛えるととも
に，資質・能力を獲得しながら，本時（単
元）の目標の達成に向かっている学び



深い学び

各教科等の
目標の達成

各教科等の
見方・考え方
を鍛える

各教科等に
おける

資質・能力の
獲得・育成

主体的な学び

対話的な学び

物事を捉え思考する



深い学び

各教科等における
資質・能力の獲得・育成

深い学び 深い学び 深い学び

新しい時代に求められる
「資質・能力」の育成

教育課程全体

国語科の
目標の達成

社会科の
目標の達成

算数科の
目標の達成

特別活動の
目標の達成

・・・

…



各教科等において身に付けた知識及び技能を
活用したり，思考力，判断力，表現力等や学び
に向かう力，人間性等を発揮させたりして，学
習の対象となる物事を捉え思考することにより，
各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考
え方（以下「見方・考え方」という。）が鍛え
られていく・・・

＊ 資質・能力 ＊ 「見方・考え方」

（次期）小学校学習指導要領第1章 総則より



各教科等において身に付けた資質・能力を
発揮し，思考することにより，「見方・考え
方」が鍛えられていく･･･

（次期）小学校学習指導要領第1章 総則より



３．授業づくりに必要なこと

【研究内容①】
資質・能力の育成を支える「学びの文脈」について

【研究内容②】
「主体的・対話的で深い学び」を保障する
具体的手立てについて



【研究内容①】 資質・能力の育成を支える「学びの文脈」について

学びの文脈
子供の興味・関心

学習活動のつながりの中で，学びの
連続性，必要感，関連性を自覚しな
がら学ぶ。

(平成28年度までのおさえ)



【研究内容①】 資質・能力の育成を支える「学びの文脈」について

学びの文脈
教師のねらい

他教科等とのつながりや，発達段
階をふまえた，資質・能力のつなが
りを理解し，目標を達成する。
(平成29年度から追加したおさえ)



【研究内容①】 資質・能力の育成を支える「学びの文脈」について

教師のねらい

他教科等とのつながりや，
発達段階をふまえた，資質・
能力のつながりを理解し，
目標を達成する。
(平成29年度から追加したおさえ)

子供の興味・関心

学習活動のつながりの中で，
学びの連続性，必要感，関
連性を自覚しながら学ぶ。
(平成28年度までのおさえ)

育成を目指す
資質・能力を
共有する

より主体的・対話的で
深い学び

学びの文脈

「主体的・対話的で深い学び」の実現には，各教科等の学びがつながることが
大切です。（「カリキュラム・マネジメント入門」 田村学）



３．授業づくりに必要なこと



【研究内容②】
「主体的・対話的で深い学び」を保障する具体的手立てについて

「深い学び」のために「主体的・対話的」な方法で学ぶ

指導・支援の例
1. 動機づけにかかわる支援

(1) 見通しや予想を立てる (2) 価値や期待を高める課題提示
(3) ジャンプの課題
(4) 振り返り場面における子供同士の相互評価 (5) 教師による価値づけ

2. 学習活動の工夫
(1) ペア・グループ学習
ギャラリー・ウォーク ワールドカフェ
ピア・インストラクション みつばち交流

(2) 思考ツールの活用
(3) 言語活動の充実（外化する場面の保障・対話形式の発表の重視）
(4) 自己評価場面の保障（メタ認知）



【研究内容②】
「主体的・対話的で深い学び」を保障する具体的手立てについて

「深い学び」のために「主体的・対話的」な方法で学ぶ

指導・支援の例

3. 学習過程の工夫（広義での「カリキュラム・マネジメント」）
(1) 単元計画の工夫
問題解決型の学び 単元を貫く言語活動 探究的な学び

(2) 指導・支援のネットワーク化
(3) 教科横断的な指導



【研究内容②】
「主体的・対話的で深い学び」を保障する具体的手立てについて



深い学びに関連する「見方・考え
方」を明記しています。

「資質・能力」の三つの柱に合わ
せ，「目標」「各学年の目標」
「本単元の目標」が分類されて表
されています。

上の目標に合わせ，それぞれを評
価の視点1～3としています。



「資質・能力」について他教科等や前学
年でのつながりを表しています。
【研究内容1】

「主体的・対話的で深い学び」を保障す
る手立てについて3つ表しています。
【研究内容2】

子供のどのような姿が見られれば，「深
い学び」が実現していると言えるかを，
教科の目標と照らし合わせて記載してい
ます。(深い学び・ALの評価)



3つ目の手立ては，ALに有効に働くと考
えられるICTの活用にかかわる手立てが
示されています。

単元の大まかな流れと，学びの文脈がわ
かるよう示しています。また，「主体
的・対話的で深い学び」を保障する手立
てが，単元でどのように位置づいている
のかを示しています。【研究内容2】



各教科等で育成を目指す資質・能力
を踏まえて本時の目標を設定します。
【研究内容1】

「主体的・対話的で深い学び」を保
障する手立てについては，下線を引
いています。【研究内容2】

具体的な子供の姿を想定し，学びの
文脈（本時，単元）がある授業を構
想します。【研究内容1】

本時の目標の達成状況を評価するた
め，単元の評価規準を具体化し，本
時の評価規準を設定します。
【研究内容1】
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